
週刊新潮6/1号5月25日発行の『プロフェッショナルドクターによる難症例の眼科手術第2回』に、

当院の院長浅見哲先生が取り上げられました。 6／国⑫023年5 月 25 日発売）
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ま
ず
血
管
の
新
生
を
促
す
因
子
が

溜
ま
り
や
す
い
場
所
で
あ
る
硝
子
体

を
掃
除
し
、
同
時
に
虹
彩
と
眼
内
レ

ン
ズ
の
間
に
チ
ュ
ー
ブ
の
先
端
を
潜

り
込
ま
せ
る
。し
か
し
、軟
ら
か
い
シ

リ
コ
ン
チ
ュ
ー
ブ
を
何
層
も
の
眼
内

組
織
を
縫
っ
て
設
置
す
る
の
は
非
常

に
困
難
で
、手
術
は
熟
練
を
要
す
る
。

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開
院
前
か
ら
す
で

に
百
例
近
く
を
執
刀
経
験
を
持
つ
浅

見
院
長
は
、独
自
の
手
術
法
を
開
発
。

本
症
例
で
は
、
の
ち
に
右
目
の
眼
圧

も
上
が
っ
た
た
め
、
や
は
り
レ
ー

ザ
ー
手
術
と
並
行
し
て
同
装
置
を
留

置
さ
せ
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
、
視
力
は
紹
介
元
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
初
診
時
く
ら
い
の
水
準
を

維
持
。失
明
寸
前
の
状
態
か
ら
脱
し

た
と
あ
っ
て
患
者
の
満
足
度
も
非
常

に
高
い
が
、
緑
内
障
が
完
治
す
る
こ

と
は
な
く
、
視
力
も
劇
的
に
は
改
善

し
な
い
。だ
か
ら
こ
そ
、見
え
方
が
気

に
な
っ
た
ら
早
め
に
受
診
を
、
と
浅

見
院
長
は
呼
び
か
け
る
。「
今
回
の
症

例
と
は
逆
に
、
目
の
不
調
か
ら
糖
尿

病
が
発
覚
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、『
見
え
る
か
ら
大
丈
夫
』で
は
な

く『
見
え
に
く
い
か
ら
受
診
』と
い
う

意
識
を
持
つ
こ
と
を
強
く
お
す
す
め

し
ま
す
」

「
手
術｣

の
２
文
字
を
院
名
に
入
れ

る
の
は
非
常
に
珍
し
い
が
、こ
れ
は

半
生
を
か
け
て
積
み
上
げ
た
経
験

と
技
術
を
ひ
と
り
で
も
多
く
の
患

者
に
届
け
た
い
と
い
う
浅
見
院
長

の
想
い
の
表
れ
。安
心
感
を
覚
え
る

イ
ン
テ
リ
ア
や
近
所
の
音
大
生
ら

が
弾
き
に
来
る
小
型
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
な
ど
、患
者
想
い
の
姿
勢
も
評

価
が
高
い
。

第 2回眼科医療

２
０
２
１
年
の
夏
に
開
院
し
た
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
聞
く
、

眼
科
手
術
の
最
前
線
。
今
回
は
、糖
尿
病
網
膜
症
が
原
因
の

重
症
の
緑
内
障
を
テ
ー
マ
に
、年
間
約
１
３
０
０
件
も
の
手

術
を
執
刀
す
る
浅
見
哲
院
長
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

最先端の手術器械や３次元映像システムな
ど大学病院級の設備が整う浅見眼科手術ク
リニック。その名の通り、周辺の眼科クリニッ
クや病院を受診した難症例患者の受け皿の
ような存在だ。

プロフェッショナルドクターによる難症例の眼科手術

院  長

愛
知
県･
名
古
屋･

大
府
Ｊ
Ｒ｢

共
和｣

駅
徒
歩
１
分

で
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
も
可
能

だ
が
、
新
生
血
管
が
房
水
の
排
水

口
で
あ
る｢

隅
角｣

を
閉
塞
し
、
血

管
新
生
緑
内
障
へ
と
移
行
す
る

と
、｢

放
置
す
れ
ば
確
実
に
失
明｣

(

浅
見
院
長)

と
い
う
深
刻
な
事
態

を
引
き
起
こ
す
。

　
来
院
時
点
で
、
す
で
に
左
目
の
眼

圧
は
正
常
値
の
２
倍
以
上
。「
こ
こ

ま
で
進
行
す
る
と
、
硝
子
体
手
術
だ

け
で
は
改
善
し
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

眼
圧
を
下
げ
る
特
別
な
装
置
を
使

う
こ
と
に
し
ま
し
た
」（
浅
見
院
長
）

　
２
０
１
４
年
に
日
本
で
認
可
を

受
け
た
「
ア
ー
メ
ド
緑
内
障
バ
ル

ブ
」
は
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
や
線
維
柱

帯
の
切
開
・
切
除
と
は
ま
っ
た
く

異
な
る
手
術
法
。装
置
は
、
眼
球
の

真
横
の
位
置
に
縫
い
付
け
る
プ

レ
ー
ト
と
特
殊
な
シ
リ
コ
ン
製
の

チ
ュ
ー
ブ
か
ら
成
り
、
圧
が
一
定
以

上
に
な
る
と
バ
ル
ブ
が
開
い
て
房

水
を
プ
レ
ー
ト
の
周
囲
へ
と
排
出

し
つ
つ
、
眼
圧
を
下
げ
過
ぎ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
流
量
を
調
節
す
る
と

い
う
仕
組
み
だ
。

浅
見
院
長
の
も
と
を
訪
れ
た
頃
に

は
、
左
右
の
視
力
は
0.2
と
０･

０
１
に

ま
で
悪
化
。
来
院
前
に
黄
斑
浮
腫
に

対
す
る
レ
ー
ザ
ー
治
療
を
受
け
て
い

た
が
、
経
過
観
察
中
に
左
目
の
眼
圧

が
み
る
み
る
上
昇
し
、
緑
内
障
へ
の

対
策
が
急
務
と
な
っ
た
の
だ
。

　｢

糖
尿
病
網
膜
症
が
あ
る
目
の
緑
内

障
は
、
残
念
な
が
ら
末
期
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん｣

と
浅
見
院
長
。
糖
尿

病
網
膜
症
と
は
、
平
た
く
言
え
ば
毛

細
血
管
の
閉
塞
で
網
膜
が
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
る
病
気
だ
。
酸
素
不
足
に

陥
っ
た
網
膜
は
、
供
給
量
を
増
や
そ

う
と
し
て
無
理
や
り
血
管
を
新
設

し
、
や
が
て
周
囲
が
線
維
化
し
て
増

殖
膜
を
形
成
す
る
。
こ
れ
を
防
ぐ
に

は
酸
素
不
足
の
網
膜
を
レ
ー
ザ
ー
で

焼
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
で

も
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
私
た
ち
の
目
の
中
に
は
、
角
膜
や

水
晶
体
、
硝
子
体
な
ど
血
管
の
な

い
組
織
に
栄
養
を
供
給
す
る
役
割

を
果
た
す｢

房
水｣

と
い
う
液
体
が

流
れ
て
い
る
。
こ
の
排
出
溝
と
な
る

線
維
柱
帯
な
ど
に
新
生
血
管
が
生

じ
る
と
、
流
れ
を
塞
い
で
眼
圧
上
昇

を
招
く
。
初
期
で
あ
れ
ば
、
血
管
新

生
を
促
す
因
子
を
阻
害
す
る
薬
剤

　
語
感
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら

セ
ッ
ト
で
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
も

あ
る
白
内
障
と
緑
内
障
だ
が
、

両
者
は
性
質
も
予
後
も
ほ
と
ん

ど
真
逆
だ
。
主
に
加
齢
に
よ
っ
て

水
晶
体
が
濁
る
前
者
は
、
人
工

の
レ
ン
ズ
に
取
り
換
え
て
視
力

回
復
を
目
指
す
手
術
が
一
般

的
。
し
か
し
、
日
本
に
お
け
る
中

途
失
明
原
因
の
第
１
位
で
あ
る

後
者
は
、
一
度
発
症
す
る
と
完
治

は
な
い
。

　
本
症
例
は
、
糖
尿
病
網
膜
症

の
悪
化
か
ら
血
管
新
生
緑
内
障

を
発
症
し
た
事
例
だ
。
通
っ
て

い
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
の
紹
介
で

糖
尿
病
網
膜
症
か
ら
の

緑
内
障
は
予
後
が
不
良

緑
内
障
の
新
し
い
手
術

ア
ー
メ
ド
バ
ル
ブ
留
置
術

60代後半の男性。それまで比較的健康に過ごしていたが、
右足が蜂窩織炎（皮膚および皮下組織の感染症）を機に内
科を受診したところ、糖尿病との診断を受けた。これを受け
て眼科を受診すると、矯正視力は右目0.5で左目は0.04、さ
らに糖尿病網膜症と黄斑浮腫が発見されてレーザー治療を
開始。術後の経過はしばらく良好だったが、やがて左目の眼
圧が大きく上がって緑内障を発症。手術が必要となり、
2021年8月に浅見眼科手術クリニックを紹介された。

症例
02

愛知県岡崎市　
H・Yさん (60代・男性）

名古屋大学医学部附属病院
の医局長や県内有数の眼科
専門病院の副院長などを歴
任し、無数の手術を手がけて
きた浅見院長。昨年１年間で
約1300件もの手術を自ら執刀
しているが、緑内障や網膜剥
離など難易度もリスクも高い
患者を受け入れる姿勢に、地
域の医療機関から大きな信頼
が集まっている。

浅 見  哲
Tetsu Asami

所 在 地  ◆ 愛知県大府市東新町2-165
電　　話 ◆ 0562-46-7700

スマートフォンを
ご利用の方は
こちらよりアクセス

浅見眼科手術クリニック
https://asamiganka.com/

浅
見
眼
科
手
術
ク
リ
ニ
ッ
ク

診療時間・休診日についてはHPでご確認ください




